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１．システム設定
1-1 原価システム設定

[システム設定(S)] − [原価システム設定]をクリックして「原価オプション システム設定」画面を
開きます。免税事業者の経過措置期間の設定を行います。

「インボイス」タブが追加されました。⻘枠の項目は初期値としてセットされます。

※「免税事業者の経過措置期間における消費税設定」について

この設定は、会計ソフト側にデータを取り込んで、会計ソフト側で消費税の経過措置を行う場合などに
使用します。
内訳登録画面で免税事業者を選択して原価入力をする際、経過措置の開始日以降の日付で入力をしたとき
の消費税を経過措置を使用して計算をするのか、しないのかを設定します。

▼「原価に反映させる」を選択した場合

▼「原価に反映させない」を選択した場合

初期値は「原価に反映させない」が選択された状態になります。



2

1-2 請求システム設定
[システム設定(S)] − [請求システム設定]をクリックして「請求オプション システム設定」画面を
開きます。

「軽減税率請求書印刷項目名設定」で適格請求書に印字される項目名称と自社の登録番号を
設定します。
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２．マスタ管理
2-1 共通マスタ − 得意先マスタ

[マスタ管理(M)] − [共通マスタ] − [得意先マスタ]をクリックして「得意先マスタ」画面を
開きます。請求金額の消費税に関する設定を行います。

得意先マスタの「税額計算」欄で選択できる内容が変更されました。

▼ 合計請求書を発行する場合

「1 伝票単位」「2 締日単位」から選択できます。

▼ 合計請求書を発行しない場合

「1 伝票単位」のみ設定できます。

※ 「3 内税」「4 非課税」の選択ができなくなりました。 2.0.XXX.Xより以前のバージョンで「3 内税」
「4 非課税」を設定している、または空白だった場合は全て「1 伝票単位」に置き換わります。
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2-2 原価管理マスタ − 業者マスタ

[マスタ管理(M)] − [原価管理マスタ] − [業者マスタ]をクリックして「業者マスタ」画面を
開きます。仕入先・外注先・経費先の情報を追加します。

業者マスタのファンクションボタンの追加と、「税区分」「請求事業者番号」「インボイス登録日」
「インボイス更新日」「インボイス取消日」「インボイス失効日」欄が追加されました。

◆ ファンクションボタン
[F8 インボイスチェック]ボタンが追加されました。

「請求事業者番号」欄に入力した番号と、国税庁に登録されている番号が一致しているか
チェックをします。(インターネットに接続している必要があります。)

業者マスタに新たに登録するときに「請求事業者番号」欄に入力をすると、空白の「社名」欄と
「住所１」欄に自動で値がセットされます。
※「社名」欄と「住所１」欄に既に値が入っている場合は更新されません。
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◆「税区分」欄
「請求事業者番号」欄に番号が登録されている業者と空白の業者で選択できる税区分が違います。

▼「請求事業者番号」欄に番号が登録されている場合

「0 外税」「1 内税」「2 軽減外税」
「3 軽減内税」「9 非課税」から
選択できます。

▼「請求事業者番号」欄に番号が登録されていない場合

「0 外税」「1 内税」「2 軽減外税」
「3 軽減内税」「4 経過外税」
「5 経過内税」「6 経軽外税」
「7 経軽内税」「8 免税」「9 非課税」
から選択できます。

※「経軽」とは「経過軽減」の略です。

◆「請求事業者番号」「インボイス登録日」「インボイス更新日」
「インボイス取消日」「インボイス失効日」欄

請求事業者番号 業者毎に事業者番号を入力します。

インボイス登録日
「請求事業者番号」欄に事業者番号を入力するとそれぞれ日付を
セットします。
※「インボイス取消日」「インボイス失効日」に日付が入っている
場合、内訳登録画面にその日付以降で入力すると免税事業者として
計算されます。

インボイス更新日

インボイス取消日

インボイス失効日
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３．内訳登録
１ページに記載した「免税事業者の経過措置期間における消費税設定」でどちらを選択して
いるかで、消費税の金額が変わります。

▼「原価に反映させる」を選択している場合

経過措置について

内訳登録画面

インボイス開始日以降の

日付で免税事業者の入力
をすると、取引先名称が
赤字で表示されます。



7

▼「原価に反映させない」を選択している場合

経過措置について

内訳登録画面
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４．請求書について
4-1 追加・変更になった項目欄について

「標準税額」欄が追加されました。区分欄で「1 売(課税)」を選択して入力したもの
の消費税の合計が自動でセットされます。
端数処理で金額が合わない場合は手入力で編集が可能です。
「軽減税額」欄が追加されました。区分欄で「8 軽減率売上」を選択して入力した
ものの消費税の合計が自動でセットされます。
端数処理で金額が合わない場合は手入力で編集が可能です。
区分欄で「1 売(課税)」「2 売(非課税)」「8 軽減率売上」で入力したものの
税抜きの合計金額・消費税額・税込金額がそれぞれ表示されます。
前バージョンまでは手入力で編集ができましたが、編集ができなくなりました。
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4-2 適格請求書の作成方法
①「区分」欄にカーソルを合わせて[F1 参照]ボタンをクリックして、「区分 参照」画面を

表示します。

②「区分 参照」画面より該当する区分を選択します。

1 売(課税) 消費税10％の入力をするときに選択します。
2 売(非課税) 消費税0％の入力をするときに選択します。
8 軽減率売上 消費税8％の入力をするときに選択します。

③ その他の項目は今までと同じように入力をします。
入力が終わりましたら[印刷]、または[画面確認]ボタンより印刷またはプレビューをします。
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4-3 印刷イメージ
▼ 請求書

請求書(A4白紙1ｶｯﾄ)_インボイス_⿊ 請求書(A4白紙2ｶｯﾄ) )_インボイス_⿊

請求書窓空き封筒(A4白紙1ｶｯﾄ) )_インボイス_⿊

他にもインボイス用の請求書のテンプレートを準備しています。
別紙の「インボイス帳票サンプル集」をご参照ください。

※ 振込先（銀行名・支店名・種別・口座番号）は、
自社名マスタの９行目と１０行目を出力しています。
自社名マスタについては、二の丸の［ヘルプ(H)］→
［管理者向け］のP.57 「3-2-6 自社名マスタについて」
をご確認ください。
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▼ 合算請求書

合算請求書(A4横白紙)_インボイス_⿊

合算請求書(A4白紙)_インボイス_⿊
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▼ 合計請求書

合計請求書(A4白紙)_インボイス_⿊ 合計請求書(A4白紙2cut)_インボイス_⿊

合計請求明細(A4白紙)_インボイス_⿊

他にもインボイス用の請求書のテンプレートを準備しています。
別紙の「インボイス帳票サンプル集」をご参照ください。
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５．帳票印刷
5-1 原価印刷

内訳データ抜出し条件欄に「インボイス制度」と「税区分」の項目が追加になりました。
新たに追加になった「消費税区分別一覧表」と「免税事業者取引一覧表」を選択すると
条件を選択することができるようになります。

▼ 消費税区分別一覧表
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▼ 免税事業者取引一覧表
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▼ 原価元帳全項目(A3)_インボイス(仕入)

「原価元帳」「原価一覧表」の新しい帳票が追加されました。

▼ 原価元帳(A4)_インボイス(仕入)

▼ 原価一覧表_インボイス(仕入)
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5-2 売上印刷
「売上元帳」「売上一覧表」の新しい帳票が追加されました。

▼ 売上元帳_インボイス

▼ 売上一覧表_インボイス

▼ 売上元帳(明細)_インボイス
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